
第３回 八代・天草シーラインに関する勉強会 

日 時：令和７年８月７日（木） 

場 所：熊本県庁企画振興部会議室 

議  事  次  第 

１ 開会 

２ 議事 

○規約改正について

○熊本県の観光の現状

○県計画との関係について

○対象地域における観光の現状

○意見交換

３ 閉会 

〔配付資料〕 

設立趣意書   ・・・・・【資料１】 

規約・構成員 ・・・・・【資料２】 

説明資料    ・・・・・【資料３】 



【資料１】

八代
や つ し ろ

・天草
あ ま く さ

シーラインに関する勉強会

設 立 趣 意 書 

八代・天草シーラインは、令和３年６月に熊本県が策定した熊本県新広

域道路交通計画において、必要な検討を進める構想路線に位置付けされ

ている。 

八代・天草地域は、南九州西回り自動車道や熊本天草幹線道路の高

速ネットワークが整備されており、構想路線である「八代・天草シーライン」

と併せた道路ネットワークが一体として機能することにより、当該地域と都

市間の交流が広がり、地域産業や観光のポテンシャルが更に高まること

が期待される。 

 更には、近年、激甚・頻発化している自然災害に対して、災害からの迅

速な復旧と、早期の日常生活・経済活動の再開を見据え、被災後もすぐに

機能する道路ネットワークが求められている。 

このような情勢を踏まえ、国、熊本県及び関係自治体が連携して、八

代・天草シーラインのあり方などについて検討を行うため、｢八代・天草シ

ーラインに関する勉強会｣を設立するものである。 



【資料２】

八代・天草シーラインに関する勉強会 規約

（名称）

第１条 本会は、「八代・天草シーラインに関する勉強会」（以下「勉強会」という。）と 

称する。

（目的）

第２条 八代・天草地域において、地域の現状や課題等を整理し、当該地域全体の幹線道路網の

あり方を検討し、「八代・天草シーライン」の整備方針を議論することを目的とする。

（組織）

第３条 勉強会は、別紙に定める構成員をもって組織する。

（運営）

第４条 勉強会は、構成員が必要に応じて招集する。

２ 勉強会の運営、進行は事務局が行う。

３ 勉強会の事務局は、国土交通省 八代河川国道事務所 工務第二課、熊本県 交通政策

課、八代市 企画政策課、上天草市 企画政策課に置く。

４ 事務局は、円滑な運営にあたるとともに、議事録を整理する。

（規約の改正）

第５条 本規約の改正は、勉強会の決議によらなければならない。

（雑則）

第６条 この規約に定めのない、勉強会の運営について、必要な事項は勉強会に諮って 

定める。

附則 この規約は令和６年３月２８日から施行する。

 この規約は令和７年８月 ７日から施行する。



八代・天草シーラインに関する勉強会 

構成員 

所属 役職 

国土交通省 八代河川国道事務所 事務所長 

熊本県 交通政策課 課長 

熊本県 道路整備課 課長 

八代市 総務企画部 部長 

上天草市 企画政策部 部長 

（事務局） 

国土交通省 八代河川国道事務所 工務第二課 

熊本県 企画振興部 交通政策課 

八代市 総務企画部 企画政策課 

上天草市 企画政策部 企画政策課 

別 紙
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1

第２回勉強会の主な意見 対応案（第3回勉強会以降で整理）

 市内で計画されている工業団地や市の企業誘致の
戦略を含めて、地域の全体像を整理した方がよい。
（八代市）

 県南地域には災害時における支援物資の集積拠点が
無く、八代・天草シーラインがあれば本市を拠点として
支援物資の横展開も考えられる。（八代市）

 県南地域は、面積や人口に対して観光の割合が現状低く
なっているが、ポテンシャルはもっと高いと思う。
（上天草市）

 インバウンドが増えている。観光・企業立地分野等の
伸びしろの部分を深掘りができるのではないか。
（熊本県）

 県や市町村の地域計画等で掲げている将来計画を
取り込んで、分野毎に深掘りしていければと思う。
（熊本県）

 地域のポテンシャルを生かしきれているのかどうか
再整理し、今後、地域の全体像をどう示していくのか
検討していく必要がある。（八代河川国道事務所）

 対象地域の企業誘致の戦略等を整理し、今後、地域が
目指す道路の全体像について整理する。

 対象地域の地域防災計画を踏まえ、将来計画や横展開の
可能性などを検討する。

 対象地域の観光の現状を踏まえ、観光面におけるポテン
シャルについて深掘りする。

 県や市の観光部局等へのヒアリング等により、伸びしろ
の部分について深掘りする。

 分野毎（観光、産業、生活/地域づくり、防災等）の県・市の
将来計画を整理し、深掘りする。

 分野毎の地域のポテンシャル等について整理し、地域の
目指す道路の全体像を整理する。

●第２回勉強会で出された主な意見

１．検討会の概要



2１．検討会の概要

日時 概要 内容 意見

第１回
（R6.3.28）

立ち上げ
現状把握

・勉強会設立
・八代・天草地域の現状の把握

・八代・天草地域に限らず、人吉・球磨地域や水俣・
芦北地域も含めて課題の整理を行うべき。【八代市】

第２回
（R7.1.31）

現行把握
地域課題

整理

・他の県南地域も含め、統計データを
 踏まえた地域の状況・課題（人流・物流・
 企業誘致・防災・救急医療）を整理

【観光】
・観光面のポテンシャルはもっと高い。【上天草市】

・インバウンドも含めて伸びしろの部分を深堀りができる。【県】

【産業】
・工業団地の造成や企業誘致の戦略も含めて地域の全体像
の整理が必要。【八代市】

【全体】
・地域のポテンシャルを生かしきれているのかを再整理し、
地域の全体像をどう示していくのか検討が必要。【国】

・県や市町村の地域計画等の将来計画を取り込み、
  分野ごとに深堀りが必要。【県】

これまでの勉強会の概要（第１回、第２回）



3１．検討会の概要

 今後の進め方の確認
地域の目指す道路の全体像を整理するため、今後数回にわたって、シーライン整備に関係の深い分野に

ついて深掘りする。

＜第３回以降の進め方イメージ＞

今回（第３回）の検討範囲

観光 防災産業 生活/地域づくり

分野毎に、地域の状況やポテンシャル等を分析

地域の目指す道路の全体像

 今回（第３回）の検討内容
第２回において、特に観光面におけるポテンシャルの高さについての意見が出ていることから、今回

（第３回）は、熊本県の観光の現状や県計画を踏まえた対象地域の現状・ポテンシャルの確認を行う。

観光分野における
｢地域が実現したい姿｣

産業分野における
｢地域が実現したい姿｣

生活／地域づくりにおける
｢地域が実現したい姿｣

防災分野における
｢地域が実現したい姿｣



4２．熊本県の観光の現状

出典：県観光振興課提供資料

 人口減少や少子高齢化が進展する一方で、半導体企業進出等の影響による訪日外国人旅行者の増加や
個人旅行の比率の上昇等の旅行形態や価値観の変容が起きている。

 観光消費額の増加や環境整備等の課題に対し、本県の強みを活かした観光地域づくりに取り組む必要がある。



5２．熊本県の観光の現状

出典：県観光振興課提供資料

単位：人

単位：人

 延べ入込客数は、コロナ禍前とほぼ同程度の水準まで回復している。

 月別の推移を見ると、5月（GW）や夏休み期間が多い傾向にある（コロナ禍を除く）。

延べ入込客数の推移（年別）

延べ入込客数の推移（月別）



6２．熊本県の観光の現状

出典：県観光振興課提供資料

単位：人

 延べ宿泊者数は、コロナ禍前と同程度の水準まで回復している。

 月別の推移を見ると、夏が延べ宿泊者数のピークとなる傾向にある（コロナ禍を除く）。



7２．熊本県の観光の現状

出典：県観光振興課提供資料

単位：人

単位：人

 外国人延べ宿泊者数は、コロナ禍から回復し、半導体企業進出等の影響により増加傾向にある。

 月別の推移を見ると、春・秋の延べ宿泊者数が多い傾向にある（コロナ禍を除く）。



8２．熊本県の観光の現状

出典：県観光振興課提供資料

 令和元年の本県の延べ宿泊者数の全国順位は２４位、九州内順位は４位となっている。

 令和6年の本県の延べ宿泊者数の全国順位は２5位、九州内順位は４位となっている。

 令和元年と令和６年の本県の延べ宿泊者数をを比較すると、約６％増加している。

令和６年令和６年



9２．熊本県の観光の現状

出典：令和５年熊本県観光統計表

 本県の延べ宿泊客の国内発地別構成比によると、全体の約６割が九州からの受け入れとなっている。

 令和元年と令和５年を比較すると、九州及び熊本県内の延べ宿泊客の割合が上昇している。



10２．熊本県の観光の現状

出典：令和５年熊本県観光統計表

 国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数の割合は、コロナ禍を除くと、東アジアが７～９割を占めている。

 韓国が最も多く全体の29.3％を占め、次いで台湾、香港の順で多かった。

 台湾については、前年に比べ、延べ宿泊者数の伸びが最も大きい。

国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数の推移



11２．熊本県の観光の現状

出典：2024台湾アンケート集計

 県観光振興課が実施した「2024台湾アンケート集計」（※）によれば、台湾の方が熊本で体験したいことの
トップ３は、①文化、②食、③自然。

 行き先を選ぶ際に重要視することのトップは、交通利便性となっている。交通アクセスの向上が観光に
与える影響は大きい。 （※）台湾（台北・高雄等）にて開催された旅行博（３回）と観光PRイベント（１回）にてアンケートを実施

２ 行き先を選ぶ際、重要視すること１ 熊本で体験したいこと

単位：人単位：人



12２．熊本県の観光の現状

出典：令和５年熊本県観光統計表

 本県の観光消費額は、コロナ禍前を上回る水準まで回復している。

 近年、物価高騰の影響もあることから、当該観光消費額の伸びについては見定めが必要。



13３．県計画との関係について

出典：県観光振興課提供資料

ようこそくまもと観光立県条例に基づき策定する観光立県の実現に関する施策を総合的かつ
  計画的に推進するための基本計画。今年１月に５期目となる４か年計画を策定。

第3期 第4期 第5期



14３．県計画との関係について

出典：ようこそくまもと観光立県推進計画（２０２４年度-２０２７年度）



15３．県計画との関係について

出典：ようこそくまもと観光立県推進計画（２０２４年度-２０２７年度）

シーライン整備に特に関係のある項目



４．対象地域における観光の現状 16

 対象地域の観光客の延べ入込客数は、県全体の約２４％。

 対象地域の延べ入込客数は、コロナ禍以降回復傾向にある。

天草地域

3,319.5千人
7%

宇城地域

2,783.9千人
6%

八代地域

2,324千人
5%

人吉・球磨地域

1,592.9千人
3%

水俣・芦北地域

1,565.2千人
3%熊本県他

76%

■対象地域の延べ観光入り込み客数県内シェア

令和５年
熊本県

観光入込客数
47,758.6千人

データ：県観光統計BIツールより

■地域別の観光延べ入込客数の推移■対象地域の延べ入込客数と県内シェア

データ：県観光振興課提供資料

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

2015年 2017年 2019年 2021年 2023年

(1)延べ入込客数

単位：人



４．対象地域における観光の現状 17

 ビジネス需要の堅調な推移と観光需要の回復により、前年に比べ、延べ宿泊者数が増加した。

 国際クルーズ船が４月に初入港した「くまモンポート八代」や温泉施設の利用者数が増加している。

データ：県観光統計BIツールよりデータ：県観光統計BIツールより

データ：県観光統計BIツールより

(2)延べ宿泊者数

■県全体の傾向

■八代地域の傾向

 コロナ禍で落ち込んだ延べ宿泊者数は、県全体では回復傾向にある。

 対象地域の観光客の延べ宿泊者数は、県全体の約１8％（対象地域で最も多いのは天草地域の約７％）。

単位：人

単位：人

2023年
2023年

データ：県観光統計BIツールより

2023年



４．対象地域における観光の現状 18

 工事需要などでビジネスホテルの稼働率は高位で推移している。

 コロナ禍以降、小規模な宿泊施設が徐々に増えており、地域の宿泊のキャパシティは増加傾向にある。

 訪日客の客層が団体から個人客中心にシフトしている。

 行楽シーズンである10月～11月に団体旅行を中心とした来訪が回復した。

 アートなどを目的とした個人旅行や、ビジネス目的の宿泊も増加している。

データ：県観光統計BIツールより データ：県観光統計BIツールより

データ：県観光統計BIツールより データ：県観光統計BIツールより

(2)延べ宿泊者数

■宇城地域の傾向

■水俣・芦北地域の傾向

単位：人

単位：人

2023年



４．対象地域における観光の現状 19

 延べ入込客数では、コロナ禍からの着実な人流の回復が見られるものの、延べ宿泊者数が伸び悩んでいる。

 主にレンタカーで訪れる台湾からの観光客が増えたことにより、前年に比べ、外国人延べ宿泊者数は大幅
に増加している。

データ：県観光統計BIツールより

データ：県観光統計BIツールより

データ：県観光統計BIツールより

(2)延べ宿泊者数
■人吉・球磨地域の傾向

■天草地域の傾向

 令和2年7月豪雨で被災した宿泊施設の再開が相次ぎ、宿泊助成の効果もあったことから、前年に比べ延
べ宿泊客数が増加した。

 また、人吉市の防災学習、錦町の平和教育など教育旅行が近年増加傾向にある。

単位：人

単位：人

2023年 2023年

2023年 2023年

データ：県観光統計BIツールより



４．対象地域における観光の現状 20

出典：R5熊本県観光統計表

(3)教育旅行宿泊者数

 コロナ禍後に実施方面を沖縄や海外等に戻す影響から、令和５年は前年比で27.5％減少した。

 対象地域については、相対的に宿泊者数が少ない状況が続いている。



４．対象地域における観光の現状

(4)クルーズ船の寄港状況

21

１．くまモンポート八代（八代港）へのクルーズ船寄港実績 

  

令和６年は３２寄港（国内船２寄港、国際船３０寄港） 

 

（参考）県内港へのクルーズ船寄港実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

※八代港以外では、天草地域の港（﨑津港、牛深港等）への寄港実績あり。 

年(暦年) 
2017 

(H29) 

2018 

(H30) 

2019 

(R1) 

2020 

(R2) 

2021 

(R3) 

2022 

(R4) 

2023 

（R5） 

2024 

（R6） 

県内入港数 

(海外) 

66 * 

(65) 

34 * 

(28) 

19 * 

(17) 

0 

(0) 

0 

(0) 

4 

(0) 

15 

（12） 

39 

(36) 

八代港 

（海外） 

【うち RCL】 

66 

（65） 

【59】 

30 

(27) 

【17】 

19 

(17) 

【7】 

0 

(0) 

【0】 

0 

(0) 

【0】 

4 

(0) 

【0】 

15 

（12） 

【2】 

32 

（30） 

【5】 

八代港以外 

（海外） 

0 * 

(0) 

4 * 

(1) 

0 * 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

7 

(6) 

２．くまモンポート八代のクルーズ船の寄港地ツアーの訪問先別バス台数 

 

  令和６年の天草地域への訪問は 9 台（割合では 0.3％） 

 

（参考）寄港地ツアーでの訪問先ランキング 

出典：県観光振興課提供資料

 クルーズ船のバスツアーの訪問先は、「八代港」から９０分圏内の「熊本市内」や「八代地域」が多い。

 「天草地域」は、豊富な観光資源があるものの、時間の制約等から寄港地ツアーの計画が極めて少ない。



４．対象地域における観光の現状

(5)阿蘇くまもと空港の旅客数の状況

22

出典：第12回高速交通ネットワーク整備推進特別委員会資料（R7.6.18）

 令和６年度国内線旅客数は、約３２１万人で、令和５年度比３．６％増、過去最高の平成３０年度比
９８．８％となり、概ねコロナ前まで回復した。

 令和６年度国際線旅客数は、約４８万人で、過去最高であった令和５年度比の約２倍となり、過去最高を
更新した。

 国内線は、全体で７路線・３７便／日が就航。国際線は、全体で６路線・週４３便が就航。

阿蘇くまもと空港の旅客数の推移（国内線・国際線） 阿蘇くまもと空港の定期便就航状況



４．対象地域における観光の現状

(6)天草エアラインの旅客数の状況

23

出典：交通政策課作成

 令和６年度日本人旅客数は、約６万人で令和５年度比９％減、平成２８年度比７０．９％となっている。

 令和６年度外国人旅客数は、８３６人で令和５年度と同水準、コロナ前の平成３０年度比、３００人
増加している。

 運航便数は、天草-福岡線1日3往復、天草-熊本線及び熊本-大阪線各1日1往復となっている。

天草エアラインの旅客数の推移（日本人・外国人）



４．対象地域における観光の現状 24

(7)観光コンテンツ

出典：【公式】熊本県観光サイト もっと、もーっと！くまもっと。

モデルコース① 歴史を知る八代建築巡り

 八代城址や松浜軒を中心とした江戸時代の情緒豊かな文化が残る八代市中心部を巡る１日コース。

松浜軒 お祭りでんでん館
（八代市民俗伝統芸能伝承館）

シャルトル聖パウロ修道女会
八代修道院

八代市立博物館
未来の森ミュージアム 八代市本町・通町商店街

カトリック八代教会
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(7)観光コンテンツ

出典：【公式】熊本県観光サイト もっと、もーっと！くまもっと。

モデルコース② 家族で行きたい水俣・芦北１泊２日

 食、体験やアクティビティなど、見どころを押さえた、子どもから大人まで楽しめるようなモデルコース。

御立岬公園

鶴岡食堂

水俣市立
水俣病資料館

道の駅みなまた

つなぎ美術館

湯の児
海と夕やけ

中尾山公園

ダ・ロープ亭

湯の児スペイン村
福田農場
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(7)観光コンテンツ

出典：【公式】熊本県観光サイト もっと、もーっと！くまもっと。

モデルコース③ 復興記念！元気です。人吉球磨

 熊本地震からの復旧工事が進む「熊本城」と、令和2年7月豪雨から復興が進む「人吉・球磨」。

 生まれ変わった２地域を観光しながら、復興を応援できるコース。

くまモンポート八代

熊本城

人吉城跡

山の中の海軍の町 にしき
ひみつ基地ミュージアム

HASSENBA HITOYOSHI 
KUMAGAWA（球磨川くだり発船場）

人吉温泉

鍛冶屋町通り

上村うなぎ屋

青井阿蘇神社

ひまわり亭
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(7)観光コンテンツ

出典：【公式】熊本県観光サイト もっと、もーっと！くまもっと。

 世界文化遺産に登録された「三角西港」「崎津集落」をはじめ、遭遇率9割以上のイルカウォッチングや
温泉、新鮮な海の幸など、天草の魅力が思う存分楽しめるコース。

モデルコース④ 世界遺産探訪・天草シーサイドコース

崎津集落カトリック大江教会

下田温泉

イルカウォッチング

道の駅有明リップルランド

天草パールガーデン＆
海中水族館シードーナツ

「ミオ・カミーノ天草」＆
「リゾラテラス天草」

天草四郎ミュージアム

御輿来海岸

長部田海床路

藍のあまくさ村 三角西港公園

宇城地域



 今後の進め方の確認

 熊本県の観光の現状や県計画を踏まえた対象地域の現状や
ポテンシャルの確認

５．次回の勉強会について（案） 28

 地域の目指す道路の全体像の整理に向けて、引き続き、各分野の深掘りを行う。

今回（第３回勉強会）

 各市の観光計画や関係団体へのヒアリングを踏まえた、観光分野に
おける「実現したい姿」の取りまとめ

次回（第４回勉強会）
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